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「
文
学
国
語
」
教
科
書
の
活
用
方
法
の
研
究

�
単
元
編
成
と
収
録
教
材
の
分
析
を
通
し
て
�

玉

木

雅

己

一

は
じ
め
に

研
究
の
位
置
付
け

本
稿
は
、
「
文
学
国
語
」
教
科
書
に
つ
い
て
、
単
元
編
成
と
収
録
教
材
に
着
目

し
て
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
点
は
、
今
期
（
二
〇
二
三
年
度
使
用
開

始
）
の
教
科
書
の
特
質
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
活
用
方
法
を

検
討
す
る
た
め
の
有
効
な
観
点
に
も
な
る
。
論
者
は
、
す
で
に
、
別
稿
・
玉
木
（
二

〇
二
三
）
に
お
い
て
、「
論
理
国
語
」
教
科
書
の
分
析
を
行
っ
た
。
本
稿
で
の
「
論

理
国
語
」
教
科
書
へ
の
言
及
は
、
別
稿
の
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

二二

研
究
資
料

今
次
の
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
に
よ
っ
て
、
「
現
代
文

Ａ
・
Ｂ
」
の
学
習
内
容
は
、

「
文
学
国
語
」
と
「
論
理
国

語
」
に
引
き
継
が
れ
た
。

最
終
期
（
二
〇
一
七
年
度

検
定
）
の
「
現
代
文
Ｂ
」
教

科
書
は
、

社

種
だ
っ
た
。

9

21

今
期
は
、

社
か
ら
「
文

8

学
国
語
」

種
、
「
論
理
国
語
」

種
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

社
の
減
は
、
教

11

13

1

育
出
版
が
、
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
に
よ
る
（
小
中
学
校

国
語
科
は
継
続
）
。

表

は
、
「
文
学
国
語
」
教
科
書
の
一
覧
で
あ
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
教
科

1

書
を
研
究
資
料
と
す
る
。
そ
の
分
析
作
業
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
勤
務
校
に
配
付

さ
れ
た
見
本
本
を
用
い
て
行
っ
た
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
表

中
の
教
科
書
会
社
名
を
、
各
教
科
書
の
略
称
と
し
て

1

使
用
す
る
。
複
数
教
科
書
を
発
行
し
て
い
る

社
に
関
し
て
は
、
教
科
書
番
号

3

703

は
三
省
新
、

は
大
修
新
、

は
第
一
標
と
表
す
こ
と
と
す
る
。

705

710

三

単
元
編
成
の
分
析

（
一
）
研
究
資
料
の
単
元
編
成
の
実
態

「
論
理
国
語
」
教
科
書
の
単
元
編
成
は
、
主
題
単
元
を
基
本
と
す
る
。
全

種
13

の
う
ち
、
文
種
別
単
元
は
、
第
一
「
論
理
国
語
」
「
標
準
論
理
国
語
」
、
桐
原
「
探

求
論
理
国
語
」
に
認
め
ら
れ
る
。「
論
理
国
語
」
教
科
書
で
は
、
一
部
の
例
外
（
桐

原
書
店
「
探
求
論
理
国
語
」
等
）
を
除
い
て
、
文
学
教
材
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

文
種
別
単
元
の
設
定
が
避
け
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
文
学
国
語
」
教
科
書
は
、
文
種
別
単
元
が
主
流
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

表 1

教科書会社 番号 教 科 書 名

 東  書 701  文学国語

 三省堂 702  精選文学国語

 三省堂 703  新文学国語

 大修館 704  文学国語

 大修館 705  新編文学国語

 数  研 706  文学国語

 明  治 707  精選文学国語

 筑  摩 708  文学国語

 第  一 709  高等学校文学国語

 第  一 710  高等学校標準文学国語

 桐  原 711  探求文学国語
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表

は
、
研
究
資
料
の
単
元
編
成
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、〈
文

2

種
別
〉
〈
主
題
〉
〈
表
現
〉
の

種
類
に
分
類
し
た
。
〈

〉
は
、
表

中
の
項
目

3

2

名
を
意
味
す
る
。

先
ず
、
〈
文
種
別
〉
は
、
「
小
説
」
「
評
論
」
「
戯
曲
」
等
の
名
称
を
持
ち
、
同

一
文
種
の
教
材
の
み
で
編
成
さ
れ
た
単
元
で
あ
る
。

そ
の
下
位
項
目
〈
時
代

別
〉
は
、
「
近
代
の
小
説
」

「
現
代
の
詩
」
等
、
作
品

の
発
表
時
期
を
、
教
材
を

単
元
に
位
置
付
け
る
根
拠

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
下
位
項
目

〈
主
題
名
を
付
記
〉
は
、「
小

説
（
五
）
虚
構
の
可
能
性
」

等
の
よ
う
な
単
元
で
あ
る
。

大
修
新
「
詩
を
味
わ
う
」「
小

説
を
楽
し
む
」
等
も
便
宜

的
に
こ
の
項
目
に
含
め
た
。

次
に
、
〈
主
題
〉
は
、
単

元
で
追
究
す
る
主
題
を
単

元
名
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
文
学
の
境
界
を
広
げ
る
」
「
抒
情
の
探
究
」
「
発
想

と
感
覚

文
学
の
言
葉
を
感
じ
取
る
」
等
が
該
当
す
る
。

な
お
、〈
主
題
・
同
一
文
種
で
編
成
〉
と
〈
文
種
別
・
主
題
名
を
付
記
〉
に
は
、

実
際
的
な
相
違
は
認
め
難
い
。
文
種
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
程
度
の

違
い
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
表

で
は
両
者
の
区
切
り
は
破
線
と
し
た
。

2

〈
表
現
〉
に
は
、
「
創
作
を
す
る
」
「
文
学
の
共
同
制
作
」
等
の
表
現
単
元
と
、

「
近
代
の
文
章

文
体
の
変
遷
」
等
の
文
体
・
文
章
に
関
す
る
単
元
が
含
ま
れ
る
。

（
二
）
各
単
元
の
実
態
の
概
観

ア

文
種
別
単
元

東
書
・
桐
原
・
三
省
堂
は
、
文
種
別
の
単
元
編
成
を
基
本
と
す
る
。
東
書
は
、

全
単
元
が
文
種
別
で
あ
る
。
桐
原
と
三
省
堂
は
、
若
干
の
主
題
単
元
を
含
む
。

学
習
者
に
と
っ
て
は
、
「
小
説
（
一
）
」
「
評
論
（
二
）
」
等
の
名
称
だ
け
で
は
、

「
な
ぜ
こ
の
単
元
が
存
在
す
る
の
か
」
「
何
を
こ
の
単
元
で
学
習
す
る
の
か
」
等

を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
東
書
・
三
省
堂
で
は
、
単
元
の
扉
頁
に

学
習
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
（
桐
原
は
、
扉
頁
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
）
。

文
種
別
に
も
、
魅
力
的
な
内
容
を
持
つ
単
元
は
存
す
る
。

た
と
え
ば
、
桐
原
・
Ⅱ
部
「
⑨
小
説
Ⅳ
」
は
、「
舞
姫
」
と
村
上
春
樹
「
氷
男
」

で
構
成
さ
れ
る
。
後
者
の
語
り
手
の
「
私
」
は
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
り
氷
男

と
結
婚
す
る
。
気
分
転
換
に
旅
行
し
た
南
極
で
、
「
私
」
は
氷
男
の
変
容
を
感
じ

る
。
し
か
し
、
妊
娠
に
気
付
い
た
「
私
」
は
、
孤
独
を
噛
み
し
め
な
が
ら
南
極
で

生
活
す
る
こ
と
を
選
ぶ
。
そ
ん
な
「
私
」
と
エ
リ
ス
を
、
男
女
の
「
分
か
り
あ
え

な
さ
」
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
す
る
こ
と
は
、
読
み
深
め
の
た
め
に
有
益
だ
ろ
う
。

大
修
館
・
第
Ⅰ
部
「
４
小
説
（
四
）
想
像
を
広
げ
る
」
で
は
、「
山
椒
魚
」
と
、

川
上
弘
美
「
離
さ
な
い
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
「
離
さ
な
い
」
で
は
、
榎

本
さ
ん
と
私
は
、
浴
室
の
中
に
住
ま
わ
せ
た
人
魚
に
執
着
心
を
募
ら
せ
、
精
神
的

に
強
く
囚
わ
れ
た
状
態
に
な
る
。
し
か
し
、
何
と
か
正
気
に
戻
り
人
魚
を
海
に
帰

す
。
こ
の
二
人
と
人
魚
、
ま
た
、
岩
屋
の
中
の
山
椒
魚
と
蛙
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

性
の
分
析
か
ら
は
、
興
味
深
い
比
較
結
果
が
得
ら
れ
よ
う
。

東
書
で
は
、
定
番
教
材
と
現
代
作
家
の
小
説
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
。「
山
月
記
」

・
い
し
い
し
ん
じ
「
窓
」
、
「
鞄
」
・
角
田
光
代
「
あ
の
朝
」
、
「
檸
檬
」
・
森
絵
都

「
コ
ン
ビ
ニ
の
母
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
元
を
構
成
す
る
。
い
ず
れ
も
意
外
な
組
み

合
わ
せ
で
は
あ
る
が
、
定
番
教
材
の
読
み
方
の
再
構
築
が
期
待
で
き
る
。

表　2 文種別 主　題 表　現

計
教科書名 文種別 時代別 主題名を

付記

同一文種

で編成

複数文種

で編成

創作

文体

桐　原 19 　 2 21
東　書 16 16
三省堂 13 1 1 1 16
数　研 6 8 1 15
第　一 7 2 1 1 1 12
第一標 7 2 1 1 1 12
筑　摩 18 18
大修館 1 17 1 19
大修新 14 6 20
明　治 12 12
三省新 12 12
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桐
原
・
Ⅱ
部
「
④
詩
」
は
、「
詩
人
・
草
野
心
平
か
ら
の
贈
り
物
」
と
題
さ
れ
、

詩

編
（
春
殖
、
冬
眠
、
富
士
山
（
作
品
第
拾
壱
）
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
猛
烈

5
な
天
）
と
、
谷
川
俊
太
郎
の
草
野
へ
の
弔
辞
と
、
詩
「
●
（
巨
き
な
ピ
リ
オ
ド
）
」

か
ら
成
る
。
名
作
選
に
な
り
が
ち
な
詩
単
元
と
し
て
は
斬
新
な
単
元
で
あ
る
。

文
種
別
単
元
で
は
、
学
習
者
が
、
教
材
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
理
由
を
考
察
す
る

こ
と
は
、
良
質
の
学
習
活
動
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
状
で
は
、
全
て
の
文
種
別
単
元
が
、
学
習
者
の
学
び
を
豊
か
に
す
る
ほ
ど
の
創

意
に
溢
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
深
い
意
図
は
な
く
、
便
宜
的
に
並
べ
た
だ
け

で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
る
単
元
も
、
残
念
な
が
ら
少
数
で
は
な
い
。

イ

時
代
別
単
元

時
代
別
単
元
は
、
学
習
者
に
と
っ
て
は
単
元
設
定
の
必
然
性
が
乏
し
い
。
学
習

者
よ
り
も
、
教
科
書
編
集
者
の
都
合
が
優
先
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

時
代
別
単
元
が
編
成
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
・
第
一
標
と
数
研
で
あ
る
。
第

一
と
第
一
標
で
は
、
「
近
代
の
小
説
」

、
「
現
代
の
小
説
」

、
「
近
代
の
詩
・

3

4

現
代
の
詩
」
各

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
数
研
は
、
小
説
単
元
だ
け
が
時

1

代
別
で
あ
る
（
他
の
文
種
は
文
種
別
）
。
小
説
単
元
は
、
「
明
治
、
大
正

、
昭

2

和
初
・
中
・
後
期
各

、
平
成

」
と
、
元
号
別
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

1

2

各
単
元
の
教
材
数
は

～

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
少
数
の
教
材
で
、
そ
れ
ぞ

1

2

れ
の
時
代
を
代
表
さ
せ
る
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
。
ま
し
て
、
元
号
別
に
分
け

る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
文
学
的
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
各
教
材

の
時
代
性
を
検
証
す
る
よ
う
な
「
学
習
の
手
引
き
」
等
も
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

数
研
の
内
容
解
説
資
料
に
は
、
「
〈
文
学
を
流
れ
の
中
で
理
解
で
き
る
教
科
書
〉

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
定
め
た
」
（

頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
例
え
ば

2

第
一
章
の
小
説
教
材
の
配
列
「
鍋
セ
ッ
ト
・
無
用
の
人
」「
ナ
イ
ン
・
三
月
の
風
」

「
山
椒
魚
・
水
仙
」
「
こ
こ
ろ
」
か
ら
、
教
科
書
編
集
者
は
、
学
習
者
に
ど
の
よ

う
な
「
流
れ
」
を
読
み
取
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
収
録
可
能
な
短

編
小
説
を
、
新
�
旧
の
順
に
並
べ
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
。

ウ

主
題
単
元

表

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
文
種
と
は
無
関
係
に
、
主
題
単
元
を
編
成
す
る
教

2

科
書
は
、
明
治
と
三
省
新
だ
け
で
あ
る
（
こ
れ
ら
は
六
章
で
検
討
す
る
）
。

大
修
館
・
大
修
新
と
筑
摩
は
、〈
文
種
別
・
主
題
名
を
付
記
〉
が
中
心
で
あ
る
。

大
修
館
に
は
、
「
日
常
へ
の
視
点
」
「
発
見
と
批
評
」
「
時
代
と
表
現
」
等
、
抽

象
的
な
主
題
名
が
並
ぶ
。
大
修
新
は
、
「
小
説
を
楽
し
む
」
「
文
化
を
感
じ
る
」

等
、
行
動
目
標
的
な
単
元
名
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
主
題
名
は
短
い
。

筑
摩
は
、
「
こ
と
ば
か
ら
広
が
る
世
界
」
「
背
後
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
等
、

や
や
長
め
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
名
称
な
ら
ば
、
ど
ん
な
教
材
で
も
適
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
る
点
は
、
大
修
館
・
大
修
新
と
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
論
理
国
語
」
の
主
題
単
元
は
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
多
様
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
文
学
国
語
」
の
単
元
主
題

は
、
文
学
・
文
化
・
言
語
等
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
自
己
・
歴
史
・
哲

学
等
が
い
く
ら
か
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
「
文
学
」
国
語
と
い
う
科
目

の
特
性
上
、
人
文
学
的
な
話
題
が
優
先
さ
れ
、
自
然
・
科
学
・
環
境
・
情
報
・
社

会
・
経
済
等
の
主
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
納
得
で
き
る
。

そ
ん
な
中
で
、
桐
原
、
第
一
・
第
一
標
、
明
治
は
、
戦
争
を
主
題
と
し
た
単
元

を
設
定
す
る
（
第
一
・
第
一
標
は
、
同
一
内
容
の
戦
争
単
元
を

つ
設
定
）
。
い

2

ず
れ
の
単
元
も
、
教
科
書
編
集
者
の
個
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、
本
来
的

に
は
、
教
科
書
内
の
全
て
の
単
元
に
つ
い
て
同
様
の
創
案
が
望
ま
れ
る
（
な
お
、

「
論
理
国
語
」
教
科
書
に
は
、
戦
争
に
つ
い
て
論
じ
た
教
材
や
、
歴
史
的
な
主
題

を
取
り
上
げ
た
単
元
は
あ
る
が
、
戦
争
を
主
題
と
す
る
単
元
は
認
め
ら
れ
な
い
）
。

桐
原
で
は
、

教
材
の
組
み
合
わ
せ
の
妙
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
靴
の
話
」
は
、

3

従
軍
時
の
経
験
を
描
い
た
定
番
戦
争
教
材
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
日
常
を
生
き
る
人

人
の
生
活
や
思
い
を
、
鉄
道
を
う
ま
く
活
か
し
て
描
い
た
教
材
を
併
せ
て
い
る
。
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「
米
坂
線

列
車
」
は
、

109

終
戦
前
後
の
生
活
描
写
に

加
え
て
、

月

日
も
汽

8

15

車
が
定
時
運
行
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
伝
え
る
。
ま
た
、

茨
木
の
り
子
の
詩
は
、
第
一
・
第
一
標
の
よ
う
な
定
番
教
材
で
は
な
く
、
相
模
湾

を
望
む
根
府
川
駅
を
舞
台
と
す
る
「
根
府
川
の
海
」
を
選
ぶ
。
こ
の
詩
か
ら
は
戦

争
に
対
す
る
批
評
精
神
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

第
一
・
第
一
標

は
、
第
二
次
世
界

大
戦
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
、
イ
ラ
ク
戦

争
を
題
材
と
す
る

作
品
を
集
め
る
。

ど
ん
な
時
代
で
も
、
ど
こ
の
国
で
も
、
戦
争
が
、
人
々
の
日
常
生
活
を
奪
う
無
情

さ
・
悲
惨
さ
が
読
み
取
れ
る
。
谷
川
と
柴
田
の
詩
を
選
ん
だ
こ
と
に
、
本
単
元
の

独
自
性
が
鮮
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

明
治
は
、
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
の
戦
後
と
、
レ
イ
テ
島
で
の
兵
隊
と
し
て
の
経

験
を
描
い
た
小
説

と
、
事
実
を
認
識

す
る
こ
と
を
、
空

間
的
・
時
間
的
な

観
点
か
ら
論
じ
た

編
の
評
論
で
単

2元
を
編
成
す
る
。
学
習
者
の
当
事
者
意
識
を
強
く
刺
激
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
は
、
前
編
１
「
文
学
入
門
」
で
も
、
ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
「
悪
童
日
記
」

桐
原

Ⅰ
部
⑧
「
戦
争
と
人
間
」

・
靴
の
話

〈
小
説
〉
大
岡
昇
平

・
米
坂
線

列
車

〈
紀
行
・
随
想
〉
宮
脇
俊
三

109

・
根
府
川
の
海

〈
詩
〉
茨
木
の
り
子

第
一
・
第
一
標

第
Ⅰ
部
「
戦
争
と
文
学
（
一
）
」

・
バ
ク
ダ
ッ
ド
の
靴
磨
き

〈
小
説
〉
米
原
万
里

・
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き

〈
詩
〉
茨
木
の
り
子

・
死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は

〈
詩
〉
谷
川
俊
太
郎

・
春
�
イ
ラ
ク
の
少
女
シ
ャ
ミ
ラ
に

〈
詩
〉
柴
田
三
吉

明
治

前
編
６

「
戦
争
と
記
憶
」

・
現
場
に
来
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
〈
評
論
〉
高
野
秀
行

・
空
缶

〈
小
説
〉
林
京
子

・
野
火

〈
小
説
〉
大
岡
昇

・
転
移
す
る
記
憶

〈
評
論
〉
岡
真
理

を
収
録
す
る
。
こ
の
小
説
は
、
主
人
公
の
兄
弟
の
母
親
に
砲
弾
が
命
中
す
る
と
い

う
凄
惨
な
場
面
で
終
わ
る
。
そ
れ
を
目
撃
し
た
兄
弟
の
シ
ニ
カ
ル
な
心
理
へ
の
理

解
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
も
、
前
編
６
と
関
連
さ
せ
て
読
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
本
章
の
ま
と
め

表

か
ら
、
研
究
資
料
で
は
、
文
種
別
に
教
材
を
分
類
し
て
単
元
を
構
成
し
、

2

そ
こ
に
い
く
ら
か
の
主
題
性
を
加
味
す
る
こ
と
を
、
基
本
的
な
立
場
と
す
る
も
の

が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
文
種
を
問
わ
な
い
も
の
は
少
数
派
で
あ
る
。

論
者
は
、
玉
木
（
一
九
九
一
）
で
、
当
時
の
「
現
代
文
」
教
科
書
に
つ
い
て
、

単
元
編
成
の
実
態
を
調
査
し
た
。
表

に
示
さ
れ
た
状
況
は
、
約

年
前
の
調
査

2

30

と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
無
い
と
い
っ
て
差
し
支
え
が
な
い
。

単
元
学
習
の
根
本
に
立
ち
返
れ
ば
、
教
材
の
文
種
に
縛
ら
れ
る
必
要
性
は
無
い

は
ず
で
あ
る
。
主
題
を
掲
げ
な
が
ら
、
そ
れ
を
追
究
す
る
た
め
に
文
種
に
こ
だ
わ

る
と
い
う
の
は
矛
盾
し
た
態
度
と
い
え
よ
う
。

逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
通
例
か
ら
外
れ
た
も
の
に
は
、
新
し
い
可
能
性
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
該
当
例
に
つ
い
て
は
、
六
章
で
検
討
す
る
。

四

研
究
資
料
所
収
教
材
の
数
量
的
実
態

本
章
で
は
、
研
究
資
料
の
所
収
教
材
の
文
種
に
着
目
し
て
検
討
を
行
う
。

表

は
、
各
研
究
資
料
に
つ
い
て
、
①
文
種
単
元
の
数
と
比
率
、
②
小
説
・
評

3

論
等
教
材
の
収
録
教
と
比
率
を
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

表

の
〈
評
論
等
〉
は
、
評
論
・
論
説
・
随
想
・
随
筆
・
解
説
等
を
ま
と
め
た

3

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
細
か
く
分
類
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
以

下
、
本
文
中
で
も
、
こ
れ
ら
の
総
称
と
し
て
〈
評
論
等
〉
を
用
い
る
。

教
材
の
収
録
数
に
関
し
て
は
、
筆
者
名
・
出
典
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
断
片
的
な
も
の
も
含
め
て
積
極
的
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
そ
の
た
め
別
の
調
査

者
が
数
え
た
場
合
は
、
数
値
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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「
文
学
国
語
」
教
科
書
は
、
小
説
・
詩
歌
等
の
文
学
教
材
を
中
心
に
編
集
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
、
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表

中
の

3

第
一
、
第
一
標
、
数
研
等
は
、
そ
の
典
型
例
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
表

は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
性

3

格
を
持
つ
教
科
書
が
、
け
っ
し
て
例
外
的
な
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

表

は
、〈
評
論
等
〉

3

単
元
の
比
率
が
高
い
順

に
配
列
し
た
。
最
上
位

の
筑
摩
は
、
小
説
よ
り

も
、
〈
評
論
等
〉
の
方

が
多
い
。
東
書
、
大
修

館
、
桐
原
も
、
〈
評
論

等
〉
が
約
三
分
の
一
を

占
め
る
。

さ
ら
に
、
教
材
数
で

は
、
筑
摩
・
東
書
・
三

省
・
明
治
は
、
〈
評
論

等
〉
が
過
半
数
を
占
め

る
。
三
省
新
・
桐
原
・

大
修
館
も
、
三
分
の
一

を
超
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
種

の
数
量
面
に
着
目
す
る

と
、
研
究
資
料
に
は
、

「
現
代
文
」
教
科
書
と

近
い
実
態
を
持
つ
も
の
が
多
く
認
め
ら
れ
た
。
「
論
理
国
語
」
教
科
書
が
、
〈
評

論
等
〉
と
実
用
文
の
教
材
集
に
な
っ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

五

収
録
教
材
の
概
観

本
章
で
は
、
研
究
資
料
の
収
録
教
材
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

「
論
理
国
語
」
教
科
書
で
は
、
定
番
教
材
を
確
実
に
収
録
す
る
一
方
で
、
現
代

社
会
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
を
積
極
的
に
教
材
化
す
る
。
今

日
的
な
話
題
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
桐
原
「
精
選
論
理

国
語
」
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
の
あ
り
方
を
問
う
文
章
（
隈
研
吾
「
変

わ
れ
！

東
京
」
）
す
ら
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
文
学
国
語
」
教
科
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
情
報
の
鮮
度
に
重
き
を
置
く
よ
う

な
傾
向
は
強
く
な
い
。
む
し
ろ
、
「
論
理
国
語
」
教
科
書
以
上
に
、
「
古
典
的
」

な
定
番
教
材
を
、
教
養
主
義
的
な
立
場
か
ら
確
実
に
収
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

表

は
、
研
究
資
料
の
延
べ
収
録
数
の
上
位

位
（

種
類
以
上
）
の
教
材
（
俳

4

15

3

句
・
短
歌
は
除
く
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

で
は
、
断
片
的
な
教
材
は
除

4

い
て
集
計
し
た
。

表

の
大
半
は

4

定

番

教

材

で

あ

る
。
た
だ
、
そ
の

中
で
、
松
田
青
子

「
少
年
と
い
う
名

前
の
メ
カ
」
は
、

比
較
的
新
し
い
教

材
で
あ
る
（
作
品

の
初
出
は
二
〇
一
五
年
。
最
終
期
の
「
現
代
文
」
教
科
書
か
ら
教
材
化
）
。
平
明

な
短
編
小
説
な
が
ら
、
読
み
深
め
の
た
め
の
高
い
教
材
性
を
備
え
て
い
る
。

表 3 文種等による単元の分類
全単元中の

比率
教材数

全散文教材

中の比率

教科書

　名

小説 評論

等

詩歌 戯曲 翻訳

翻案

古典 文種

以外

計 小説 評論

等

小説 評論

等

小説 評論

等

筑　摩 6 10 2 18 33% 56% 12 29 28% 67%

東　書 7 6 2 1 16 44% 38% 12 14 44% 52%

大修館 10 6 1 1 1 19 53% 32% 18 15 42% 35%

桐　原 9 6 4 2 21 43% 29% 17 11 61% 39%

第　一 5 2 2 3 12 42% 17% 13 5 68% 26%

大修新 8 3 3 5 1 20 40% 15% 16 12 35% 26%

三省堂 6 2 2 1 2 3 16 38% 13% 14 17 14% 50%

第一標 6 1 2 3 12 50% 8% 15 3 79% 16%

数　研 9 1 1 1 1 2 15 60% 7% 20 4 65% 13%

三省新 18 18 0% 0% 28 25 44% 40%

明　治 12 12 0% 0% 16 25 37% 58%

平　均 16 37% 19% 16 15 46% 40%

表 4　 収録数

山月記 11

こころ 11

永訣の朝 10

舞姫 10

檸檬 7
鞄 6

山椒魚 5

陰影礼讃 4
ナイン　ひよこの眼

夏の花　藤野先生

少年という名前のメカ

小諸なる古城のほとり

小景異情

3
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一
方
、
新
科
目
の
教
科
書
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
性
の
高
い
新
し
い
文
章
を
発
掘

し
よ
う
と
い
う
動
き
も
当
然
認

め
ら
れ
る
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
は
、
角

田
光
代
が
挙
げ
ら
れ
る
。
角
田

光
代
は
、
表

に
示
し
た
通
り
、

5

三
省
と
明
治
を
除
く

社

種

7

9

の
研
究
資
料
に
登
場
す
る
。

数
研
と
大
修
新
は
、
異
な
る

文
種
の
教
材
が
別
の
単
元
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
大
修
新
「
私

た
ち
の
黄
色
」
は
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
広
告
的
に
掲
載
さ
れ
た
、
三

〇
〇
字
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

編
で
あ
る
。
創
作
の
参
考
例
と
し
て
提
示

3

さ
れ
て
い
る
。

表

は
、
教
材
の
延
べ

6

収
録
数
が

以
上
の
教
材

4

の
作
者
（

名
）
に
つ
い

30

て
、
何
種
類
の
文
章
が
収

録
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
今
期
の

作
者
は
、
古
典
作
品
を
除

け
ば
約

名
で
あ
る
（
こ

260

れ
も
集
計
の
仕
方
で
微
妙

に
異
な
る
）
。

表

は
、
教
科
書
編
集

6

者
が
、
「
文
学
国
語
」
教
科
書
に
収
録
す
る
教
材
と
し
て
の
適
性
を
強
く
感
じ
る

人
物
の
リ
ス
ト
だ
と
認
定
で
き
よ
う
。

表

で
は
、
定
番
教
材
の
作
者
の
大
半
は
、
種
類
の
少
な
さ
か
ら
下
位
に
回
る
。

6
上
位
に
は
、
現
代
の
高
校
生
に
も
親
し
み
や
す
い
作
品
を
発
表
し
て
い
る
、
現

在
活
躍
中
の
人
物
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
小
説
家
で
は
、
先
の
角
田
光
代
に
加
え

て
、
村
上
春
樹
、
川
上
弘
美
、
多
和
田
葉
子
、
小
川
洋
子
、
川
上
未
映
子
、
江
國

香
織
、
原
田
マ
ハ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
分
野
で
は
、
穂
村
弘
、
小
池
昌
代
、

さ
ら
に
参
考
資
料
を
含
め
れ
ば
、

種
類
と
な
る
蜂
飼
耳
も
加
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

4

む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
危
険
性
も
感
じ
ら
れ

る
。
作
者
あ
り
き
で
教
材
選
択
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

個
々
の
教
材
性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
丁
寧
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

六

独
自
性
を
持
つ
教
科
書
の
単
元
編
成
の
検
討

本
章
で
は
、
筑
摩
、
明
治
、
大
修
新
の
単
元
編
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ

ら
三
者
は
、
い
ず
れ
も
単
元
編
成
に
関
し
て
強
い
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。

（
一
）
筑
摩

筑
摩
は
、
す
で
に
表

に
示
し
た
よ
う
に
、
単
元
数
・
教
材
数
と
も
、
文
学
教

3

材
よ
り
〈
評
論
等
〉
教
材
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
「
近
年
、
人
文
科
学
の
世
界
で

は
こ
う
し
た
反
省
か
ら
あ
ら
た
め
て
こ
れ
を
広
く
文
化
全
体
の
中
で
捉
え
直
そ
う

す
る
動
き
が
一
般
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
教
科
書

も
ま
た
、
旧
来
の
狭
い
「
文
学
」
概
念
か
ら
の
脱
却
を
目
ざ
し
て
い
」
る
と
い
う

編
集
方
針
ゆ
え
で
あ
る
（
安
藤
宏
「
編
集
委
員
の
こ
と
ば
」
。
同
社
教
科
書
の
内

容
解
説
資
料

頁
）
。

34

筑
摩
は
、
「
随
想
・
評
論
」

単
元
を
設
定
す
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
次
に
示
す

10

第
一
部
第

章
の
よ
う
な
革
新
的
な
単
元
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
単
元
は
、
今

4

期
の
「
論
理
国
語
」
各
教
科
書
に
設
置
さ
れ
た
、
新
機
軸
の
単
元
を
彷
彿
さ
せ
る
。

表 6

種類 作 者 名 ［○は教材の収録数］

8  角田光代⑪

6  草野心平・村上春樹⑥

5  夏目漱石⑮　  川上弘美・太宰治⑦

4
 多和田葉子・谷川俊太郎・萩原朔太郎⑤

 小川洋子・穂村弘⑥ 　 茨木のり子⑤　

 川上未映子・小池昌代④

3
 安部公房・梶井基次郎⑨　 

 谷崎潤一郎⑥　 井上ひさし⑤

 江國香織・原田マハ・坂口安吾・三島由紀夫④

2  島崎藤村・大岡昇平・中原中也・魯迅④

1  中島敦⑪   森鴎外・宮沢賢治⑩   井伏鱒二⑤

5表

小
説

 

あ
の
朝

東
書

 

旅
す
る
本

第
一
　
第
一
標

 

鍋
セ
ッ
ト

大
修
館
　
数
研

 

私
た
ち
の
黄
色

大
修
新

 

ラ
ン
ド
セ
ル

桐
原

評
論

　
等

「
私
は
」 

書
き
出
し
の
一
行

筑
摩

 

そ
と
み
と
な
か
み

大
修
新

古
文

現
代

語
訳

 

源
氏
物
語
（
桐
壺
の
一
節
）

数
研

 

源
氏
物
語
　
北
山
の
垣
間
見

三
省
新

 
 

〈
訳
者
の
言
葉
〉
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本
単
元
は
、
現
実
に
対
す
る
多
面
的
な
見
方
を
獲
得
す
る
こ
と
を
、
学
習
目
標

と
す
る
。
聴
覚
障
害
者
が
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
獲
得
し
た
経
験

を
述
べ
る
第
一
教
材
。
言
葉
と
い
う
記
号
に
よ
っ
て
現
実
に
秩
序
を
与
え
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
第
二
教
材
。
金
繕
い
に
よ
る
欠
損
修
理
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

美
や
時
間
に
関
す
る
新
し

い
見
方
を
提
示
す
る
第
三

教
材
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、

自
明
だ
と
考
え
て
い
た
日

常
に
新
し
い
視
点
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

筑
摩
の
「
随
想
・
評
論
」
単
元
に
は
、
定
番
教
材
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
教
材
だ
け
で
編
成
さ
れ
た
単
元
も
存
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
無

か
っ
た
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
定
番
教
材
に
、
新
た
な
教
材
性
を
発
見

し
よ
う
と
い
う
意
図
が
認
め
ら
れ
る
単
元
も
認
め
ら
れ
る
。

第
二
部
第

章
は
、
そ
の

3

一
例
で
あ
る
。
「
隠
れ
ん
坊
の

精
神
史
」
は
、
長
年
教
科
書

に
収
録
さ
れ
て
き
た
教
材
で

あ
る
（
一
九
八
一
年
初
出
）
。

本
単
元
で
は
、
こ
の
定
番
教

材
と
、
近
年
発
表
さ
れ
た
評
論
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

教
材
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ふ
る
さ
と
と
は
ど
ん
な
場
所
か
、
価
値
は
ど
の
よ
う

3
に
創
出
さ
れ
る
の
か
、
お
伽
話
・
遊
戯
の
持
つ
意
味
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
論
じ

る
。
本
単
元
で
は
、
個
別
的
な
事
象
の
中
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
本
質
的
な
意
味
を

抽
出
・
解
明
す
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
筑
摩
で
は
、
小
説
教
材
単
元
で
も
、
次
の
よ
う
に
、
定
番
教
材
と
の
比

筑
摩

第
一
部

第

章
4

現
実
を
揺
さ
ぶ
る
想
像
力

随
想
・
評
論
（
三
）

・
異
な
り
記
念
日

齋
藤
陽
動

・
記
号
論
と
生
の
リ
ア
リ
テ
ィ

立
川
健
二

・
金
繕
い
の
景
色

藤
原
辰
史

第
二
部

第

章
3

背
後
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

随
想
・
評
論
（
二
）

・
〈
う
だ
で
き
〉
場
所
の
言
葉

吉
田
文
憲

・
絵
画
は
紙
幣
に
憧
れ
る

椹
木
野
衣

・
隠
れ
ん
坊
の
精
神
史

藤
田
省
三

べ
読
み
を
企
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部
第

章
は
、
主
題
面
（
他
者
へ
の
信
頼
／
憎
悪
）
で
結
び
付
け
ら
れ
る
。

7

第
一
部
第

章
は
、
登
場
人
物
の
人
間
世
界
か
ら
の
離
脱
と
い
う
観
点
か
ら
読

2

み
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
観
点
か
ら
の
検
討
の
詳
細
は
、
玉
木
（
二
〇
二

一
）
参
照
）
。

筑
摩
は
、
「
文
学
国

語
」
教
科
書
と
し
て

の
挑
戦
的
な
編
集
姿

勢
を
備
え
て
い
る
と

評
価
で
き
る
。

た
だ
、
筑
摩
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
現
代
文
」
教
科
書
の
姿
を
な
ぞ
っ
て
い
る
よ
う
に
映
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
目
次
だ
け
を
示
さ
れ
た
場
合
、
果
た
し
て
見
分
け
が
付
く
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
よ
う
。

（
二
）
明
治

明
治
は
、
全
て
の
単
元
が
、
主
題
単
元
で
あ
る
。
各
単
元
と
も
、
複
数
文
種
（
小

説
・
韻
文
教
材
と
、
単
元
主
題
に
関
連
す
る
〈
評
論
等
〉
教
材
）
で
編
成
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
各
単
元
と
も

～

種
類
の
多
目
の
教
材
を
収
録
す
る
。
明
治

4

6

は
、
多
彩
な
教
材
を
組
み
合
わ
せ
て
読
み
応
え
の
あ
る
主
題
単
元
を
提
示
す
る
。

た
と
え
ば
、
後
編
４
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
観
点
か

ら
、
多
様
性
を
認
め
合
う
と

い
う
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
。

小
説
は
、
来
日
し
た
巨
人

の
滞
在
記
、
人
魚
製
造
業
と 第

二
部

第

章

小
説
の
可
能
性

小
説
（
三
）

7

・
藤
野
先
生

魯
迅

・
沈
黙

村
上
春
樹

第
一
部

第

章

物
語
と
の
出
会
い

小
説
（
二
）

2

・
山
月
記

中
島
敦

・
神
様

及
び
（
参
考
）
神
様

川
上
弘
美

2
0
1
1

明
治

後
編

４

自
他
へ
の
配
慮

．

・
巨
人
の
接
待

〈
小
説
〉
小
川
洋
子

・
は
じ
め
て
の
沖
縄

〈
評
論
〉
岸
政
彦

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

〈
小
説
〉
藤
野
可
織

・
愛
に
つ
い
て

〈
評
論
〉
竹
村
和
子

コ
ラ
ム

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
文
学
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い
う
、
と
も
に
文
学
的
な
空
想
力
を
十
分
に
発
揮
し
た
作
品
で
あ
る
。
逆
に
、「
は

じ
め
て
の
沖
縄
」
は
、
岸
政
彦
自
身
の
沖
縄
で
の
実
体
験
を
丁
寧
に
掘
り
下
げ
て
、

「
ほ
ん
と
う
の
沖
縄
」
の
有
無
に
つ
い
て
論
じ
る
。

こ
の
後
編
４
の
「
単
元
の
言
語
活
動
」
で
は
、
先
の

教
材
は
、
第
四
教
材
の

3

「
愛
に
つ
い
て
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
次
の
①
・
②
の
ど
れ
と
関
連
が
あ

る
の
か
と
い
う
学
習
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
的
な
課
題
に
よ
っ
て
、

学
習
者
は
、
単
元
全
体
の
関
連
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
「
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
」

②
「
人
と
人
と
の
〈
あ
い
だ
〉
」

「
名
づ
け
ら
れ
な
い
こ
と
」

「
自
己
の
中
の
〈
あ
い
だ
〉
」

「
自
ら
名
づ
け
る
こ
と
」

明
治
で
も
、
定
番
教
材
と
異
質
な
教
材
を
組
み
合
わ
せ
る
試
み
が
認
め
ら
れ
る
。

後
編
１
は
、
都
市
に
暮
ら
す

人
々
の
生
活
を
、
「
場
所
（
と

移
動
）
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉

え
直
す
こ
と
を
狙
っ
て
編
成
さ

れ
る
。
そ
の
中
心
に
な
る
の
は
、

京
都
・
浅
草
・
台
北
を
舞
台
に

し
た
小
説

編
と
、
バ
ル
ト
の

3

論
文
を
手
が
か
り
に
、
都
市
を

記
号
論
・
意
味
論
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
評
論
で
あ
る
。

本
単
元
で
は
、
「
檸
檬
」
も
、
都
市
生
活
者
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
直
す
こ
と

が
で
き
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
に
発
表
さ
れ
た
「
陰
影
礼
讃
」
は
、
京
都
の
街
の
文
化

的
な
背
景
を
描
く
た
め
の
資
料
と
し
て
の
役
割
を
担
う
（
「
本
を
読
む
」
は
、
後

編
の
序
論
的
な
内
容
を
持
つ
。
単
元
主
題
と
の
関
係
性
は
や
や
希
薄
で
あ
る
）
。

前
編
４
は
、
「
こ
こ
ろ
」
を
中
心
と
し
た
単
元
で
あ
る
。
「
こ
こ
ろ
」
は
、
全

研
究
資
料
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（

教
材
単
元

、「
現
代
日
本
の
開
化
」
や
「
私

1

4

明
治

後
編

１

都
市
と
移
動

・
本
を
読
む

〈
評
論
〉
蜂
飼
耳

・
檸
檬

〈
小
説
〉
梶
井
基
次

・
陰
影
礼
讃

〈
評
論
〉
谷
崎
潤
一

・
下
町

ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン

〈
小
説
〉
林
芙
美

(
)

・
歩
道
橋
の
魔
術
師

〈
翻
訳
小
説
〉
呉
明
益

・
都
市
は
／
を
語
る

〈
評
論
〉
石
田
英
敬

の
個
人
主
義
」
を
参
考
資
料
と
す
る
単
元

、
他
の
教
材
と
の
組
み
合
わ
せ

）
。

2

4

こ
の
単
元
は
、
「
言
葉
」
の
持
つ
不
思
議
な
力
に
着
目
し
て
、
次
に
示
す
よ
う

に
、
他
に
類
の
な
い
よ
う
な
連
想
的
な
単
元
を
編
成
し
て
い
る
。
「
こ
こ
ろ
」
か

ら
、
漱
石
と
芥
川

の
往
復
書
簡
に
繋

が
り
、
さ
ら
に
は

夢
の
世
界
を
想
像

で
構
築
す
る
短
編

小
説
、
明
治
期
の

標
準
語
政
策
を
論

じ
た
評
論
へ
と
続
き
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ドG

R
A
PEV

IN
E

の
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
文

章
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
の
文
章
は
、
音
楽
で
勇
気
・
元
気
を
与
え
た
い
と
い

う
「
お
こ
が
ま
し
く
傲
慢
な
動
機
で
も
の
を
作
る
」
こ
と
を
、
自
分
に
禁
じ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
誠
実
な
態
度
は
、
「
こ
こ
ろ
」
の
Ｋ
を
想
起
さ
せ
る
。

（
三
）
三
省
新

三
省
新
は
、
明
治
と
同
様
に
、
複
数
種
の
文
種
に
よ
る
単
元
編
成
を
原
則
と
し

て
い
る
。
次
の
Ⅱ
部
８
の
よ
う
に
、
一
単
元
の
中
で
、
現
代
文
と
古
典
教
材
を
並

列
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
、
全
体
の
三
分
の
一
の
単
元
で
行
わ
れ
て
い
る
。

後
掲
の
両
例
の
よ
う
に
、
三
省
新
は
、
一
つ
の
単
元
の
中
に
非
常
に
多
く
の
教

材
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
三
省
新
の
収
録
教
材
数
は
、
断
片
的
な
も
の
を
全
て
含

め
る
と

に
も
上
る
。
他
の
研
究
資
料
の
教
材
数
の
平
均
は

(

最
小

～
最
大

186

48

30

)
で
あ
る
。
三
省
新
の
教
材
は
、
短
い
文
章
が
多
い
と
は
い
え
、
そ
の
収
録
数

62は
他
を
圧
倒
し
て
い
る
。

三
省
新
は
、
比
喩
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
雑
誌
の
特
集
頁
の
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
。
体
系
的
で
は
な
い
が
、
濃
淡
様
々
な
関
連
性
を
持
つ
教
材
群
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
多
様
性
に
富
ん
だ
切
り
口
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

明
治
・
前
編
４

言
葉
の
力

・
こ
こ
ろ

〈
小
説
〉
夏
目
漱
石

・
夏
目
漱
石
・
芥
川
龍
之
介
往
復
書
簡

・
山
東
京
伝

〈
小
説
〉
内
田
百
間

・
「
東
京
語
」
の
表
象
の
成
立

〈
評
論
〉
イ
・
ヨ
ン
ス
ク

文
学
の
窓

群
れ
ず
集
ま
る

〈
評
論
〉
田
中
和
将
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さ
ら
に
、
三
省
新
は
、
先
に
挙
げ
た
単
元
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
教
材
に

近
付
く
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
文
章
を
随
所
に
設
け
て
い
る
。
「
探
究
・
発
展

探
究
」
は
、
比
較
読
み
・
重
ね
読
み
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
教
材
で
あ
る
。

そ
の
他
の
単
元
で
も
、
過
剰
さ
を
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
に
、
教
材
の
読
み
方
の
提

案
が
行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「

意
味
と
解
釈

表
現
の
意
味
を
捉
え
直
す
」

5

で
は
、
「
こ
こ
ろ
」
と
富
川
健
郎
「
物
語
も
っ
と
深
読
み
教
室
」
が
主
教
材
に
な

っ
て
い
る
。
後
者
は
、
様
々
な
文
学
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
語
り
の
構
造
に
着
目

三
省
新

Ⅰ
部

４

作
品
の
挑
戦

自
作
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
読
み
解
く

・
少
年
と
い
う
名
前
の
メ
カ

〈
小
説
〉
松
田
青
子

・
皮
膚
と
心
探
究

〈
随
想
〉
藤
崎
彩
織

・
バ
ー
ス
デ
イ
・
ガ
ー
ル

〈
小
説
〉
村
上
春
樹

・
村
上
春
樹
の
比
喩
表
現
例

〈
短
文
集
〉
村
上
春
樹

・
バ
ー
ス
デ
イ
・
ガ
ー
ル
に
つ
い
て
探
究

〈
自
評
〉
村
上
春
樹

コ
ラ
ム

表
現
者
の
言
葉
、
享
受
者
の
感
性

（
教
科
書
編
集
委
員
）

・
高
校
生
の
た
め
の
読
書
案
内

好
き
な
よ
う
に
読
ん
だ

松
田
青
子

三
省
新

Ⅱ
部

８

想
像
と
創
造

文
学
の
想
像
力
を
捉
え
る

・
月
火
水
木
金
土
日

〈
小
説
〉
川
上
弘
美

・
川
上
作
品
を
め
ぐ
っ
て
探
究

「
大
き
な
鳥
に
さ
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
」

〈
書
評
〉

岸
本
佐
和
子

牛
と
し
て

〈
随
想
〉
川
上
弘
美

・
源
氏
物
語
�
北
山
の
垣
間
見

紫
式
部
原
作

角
田
光
代
訳

・
「
寂
聴
源
氏
塾
」
探
究

〈
随
想
〉
瀬
戸
内
寂
聴

・
想
像
へ
の
畏
敬
�
大
和
路
を
ゆ
く
発
展
探
究

〈
評
論
〉
リ
ー
ビ
英
雄

コ
ラ
ム

お
も
ろ
さ
う
し
と
ユ
ー
カ
ラ

し
な
が
ら
具
体
的
な
分
析
を
行
う
。
同
単
元
に
は
、
「
先
生
の
死
の
謎
」
に
つ
い

て
論
じ
る
奥
泉
光
「
夏
目
漱
石
、
読
ん
じ
ゃ
え
ば
？
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
「
山
月
記
」
に
は
、
三
浦
し
を
ん
「
石
な
ら
ぬ
中
島
敦
」
を
、

「
た
け
く
ら
べ
」
に
は
、
小
川
洋
子
・
俵
万
智
の
書
評
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
古

典
教
材
で
も
、
花
山
院
の
退
位
に
は
、
永
井
路
子
と
秋
山
虔
の
解
説
が
、
「
虫
め

づ
る
姫
君
」
に
は
、
中
村
桂
子
の
解
説
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

単
元
主
題
の
追
究
の
た
め
に
、
単
元
内
に
用
意
さ
れ
た
教
材
を
、
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
た
め
の
学
習
計
画
を
、
学
習
者
自
身
が
立
案
す
る
こ

と
も
、
三
省
新
に
関
し
て
は
、
極
め
て
有
効
な
学
習
課
題
と
な
ろ
う
。

七

お
わ
り
に

（
一
）
単
元
学
習
へ
の
明
確
な
志
向

今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
際
し
て
は
、
「
文
学
教
育
の
危
機
」
が
盛
ん

に
喧
伝
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
理
念
的
な
議
論
で
は
な
く
、
研
究
資
料

の
数
量
的
な
実
態
と
、
具
体
的
な
単
元
例
の
紹
介
を
行
っ
た
。
「
危
機
」
と
言
わ

れ
る
状
況
に
対
し
て
、
教
科
書
編
集
者
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
ま
た
、

授
業
者
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
検
討
す
る
糸
口
を
見
い
だ
す
た
め
で
あ
る
。

教
材
選
択
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
登
場
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
新
奇
な
教

材
は
、
そ
れ
ほ
ど
登
場
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
教
材
選
択
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
単
元
編
成
に
関
し
て
は
、
従
来
の
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
と

比
べ
て
、
教
科
書
編
集
者
の
創
意
工
夫
を
明
確
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿

で
も
、
主
題
追
究
の
た
め
に
構
築
さ
れ
た
新
発
想
の
単
元
や
、
定
番
教
材
の
読
み

に
新
し
い
文
脈
を
与
え
る
こ
と
を
企
図
し
た
単
元
を
、
多
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
単
元
が
編
ま
れ
た
の
か
を
分
析
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す
る
こ
と
も
、
質
の
高
い
探
究
的
な
学
習
活
動
と
な
る
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

高
校
現
場
で
は
、
年
間
の
授
業
計
画
を
立
案
す
る
際
に
は
、
ど
の
教
材
を
学
習

す
る
か
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
ど
の
単
元
を
学
習
す
る
か
と
い
う
意
識

は
、
残
念
な
が
ら
非
常
に
乏
し
か
っ
た
。
自
ら
を
反
省
す
べ
き
点
で
も
あ
る
。

単
元
学
習
と
し
て
、
複
数
の
教
材
を
多
角
的
に
読
み
比
べ
て
認
識
力
を
高
め
て

い
く
。
そ
の
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
た
学
習
計
画
を
考
案
す
る
。
研
究
資
料
の
実

態
分
析
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
が
、
授
業
者
に
と
っ
て
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

た
だ
、
単
元
全
体
を
ま
と
め
る
よ
う
な
「
学
習
の
手
引
き
」
を
設
定
す
る
の
は
、

先
に
紹
介
し
た
明
治
だ
け
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
資
料
は
、
個
々
の
教
材
だ
け
を

対
象
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
に
な
っ
て
い
る
。
単
元
全
体
を
視
野
に
入
れ
た

学
習
内
容
の
構
築
は
、
授
業
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
た
め
に
、
今
後
は
、
各
研
究
資
料
の
「
学
習
の
手

引
き
」
の
実
態
や
、「
書
く
」
こ
と
に
関
す
る
学
習
内
容
（
特
に
創
作
的
な
活
動
）

に
つ
い
て
、
丁
寧
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
教
育
課
程
へ
の
位
置
付
け

二
〇
二
二
年
度
入
学
生
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
教
育
課
程
で

学
ぶ
初
め
て
の
高
校
生
で
あ
る
。
そ
の
教
育
課
程
は
、
二
〇
二
一
年
度
中
に
決
定

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は
、
「
文
学
国
語
」
「
論
理
国
語
」

「
古
典
探
究
」
「
国
語
表
現
」
の
教
科
書
は
未
発
行
だ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら

の
教
科
書
内
容
に
関
す
る
情
報
公
開
は
、
見
本
本
の
配
付
ま
で
は
厳
禁
と
さ
れ
て

い
た
。
「
現
代
の
国
語
」
「
言
語
文
化
」
教
科
書
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
等
へ
の
対
応
を
考
慮
し
て
、

・

年
次
の
国
語
は
、

2

3

「
論
理
国
語
」
と
「
古
典
探
求
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
一
般
的
な
も
の
と
な
っ

た
。

年
次
の
「
言
語
文
化
」
で
は
、
従
来
よ
り
も
古
典
の
学
習
量
は
減
少
し
た
。

1

そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
「
古
典
探
究
」
を
標
準
単
位
数
（

単
位
）
よ
り
も
増
単

4

す
る
学
校
が
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
限
ら
れ
た
単
位
数
の
中
で
、
現
代
文
分

野
の

科
目
を
併
置
す
る
こ
と
は
困
難
と
の
判
断
か
ら
、
「
文
学
国
語
」
は
退
け

2

ら
れ
た
。

中
国
新
聞
（
二
〇
二
二
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
三
年
度
の
教
科
書
の
需
要
数
は
、

「
古
典
探
究
」
約

万
、
「
論
理
国
語
」
約

万
、
「
文
学
国
語
」
約

万
で
あ

104

85

48

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
数
値
に
な
る
こ
と
は
必
定
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
年
度
に
向
け
て
は
、
定
番
の
文
学
教
材
を
集
め
た
副
読
本
が
多
数
出
版
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
各
社
教
科
書
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
よ
う
な
も
の
が
多

い
。
教
育
課
程
を
め
ぐ
る
議
論
の
際
に
、
六
章
で
検
討
対
象
と
し
た
各
教
科
書
の

具
体
的
な
内
容
が
公
開
さ
れ
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
多
く
の
高
等
学
校
で
、
「
文

学
国
語
」
が
教
育
課
程
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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